
  寺社を巡る会   

                  活 動 記 録 書 

開催日：令和 2年 10月 1日（木）天候 晴れ時々曇り           開催テーマ：歴史の道を歩く 

開催場所：金沢区 記 入 者：瀬川 健次 

参加人数：    会  員    男 20名      女 8 名   計  28名 

ビジター     男  0名   女 1 名   計   1名 

合  計                   29名 

実施内容（実施の項目、方法、効果・成果、宿題 など）： 

コース ：京急金沢八景駅（集合）→瀬戸神社→琵琶島神社→瀬戸橋→料亭東屋跡→明治憲法草創

碑→龍華寺→天然寺→安立寺→伝心寺→金沢八幡神社→薬王寺→称名寺 

 

新型コロナ対応で中止していた探訪を今年度初めて実施。冒頭、金久保代表より変更した実施計画、

実施体制、コロナ対応による注意事項などの説明があった。 

 

瀬戸神社 新社務所の資料館を拝見する。多くの文化財が残されておりその中で「抜頭面」と「陵王

面」は源実朝が使用し北条政子が奉納したと伝えられている。境内には樹齢千年とも伝えられるカ

ヤの木や多くの名木、古木がある。また謡曲「放下僧」の舞台にもなっている。 

琵琶島神社 北条政子が近江(琵琶湖)の竹生島の弁財天を勧請したと伝えられている。祭神は市杵島

姫命で水の女神で弁財天と同一視されている、また立ち姿から「立身弁財天」と呼ばれている。島

の形から「琵琶島弁財天」とも呼ばれている。             

瀬戸橋 嘉元３年（1305）金沢北条氏が瀬戸の内海の出口に島を築き瀬戸橋を造営した。またこの橋

は「瀬戸橋造営棟別銭」という臨時の税金を取り立てていた。 

東屋跡 金沢が観光地として栄えた頃に瀬戸橋近くに「東屋」「千代元」「扇屋」などの割烹旅館があ

り、多くの文人墨客が訪れた。現在は営業している店はない。 

明治憲法草創の碑 明治 21 年（1888）伊藤博文、金子堅太郎らが東屋で憲法の草案を練っており、

昭和 10年、金子の書による石碑が東屋に建てられ、現在は歴史の道の整備に伴い今の位置にある。 

龍華寺 知足山、真言宗御室派、本尊は大日如来、源頼朝が六浦山中に建立した浄願寺が始まりで明

応 8年（1499）に光徳寺と合併し現在の地に再興された。「江戸名所図会」には広大な敷地や本堂、

庫裡、鐘楼、塔頭が描かれている。近年発見された「脱活乾漆像」は天平時代の貴重な物である。 

天然寺 浄土宗、本尊は阿弥陀如来 

安立寺 福船山、日蓮宗、本尊は十界大曼荼羅と感応の祖師像である。日蓮に感銘を受けた悟明が安

立寺を開基した。「船中問答着岸の霊場」の石碑がある。 

伝心寺 嗣法山、曹洞宗、本尊は釈迦如来、宝治元年（1247）北条時頼が開祖となって創建された。

山門の建築様式に特徴がある。 

金沢八幡神社 主祭神は応神天皇で古くからこの一帯の総鎮守である。神社の前には瀬戸の内海が広

がり八幡河岸と呼ばれる船着き場があった。 

薬王寺 三療山医王院、真言宗御室派、本尊は薬師如来、源頼朝の弟範頼の別邸があった。かつての

本尊大日如来，種子曼荼羅、鎌倉末期の聖観世音菩薩像などがある。 

称名寺 金沢山、真言律宗の別格本山、本尊は弥勒菩薩、鎌倉時代の北条実時が金沢に別邸をもち浄

土教の持仏堂を建立したのが始まりとされる。文永 4年（1267）頃真言律宗に改めた。鎌倉幕府滅

亡後は衰退したが、鎌倉公方や徳川家康らに保護を受けた。昭和 53年から 10年かけて発掘調査が

行われ、美しい「浄土庭園」が復元された。 

参加者の状況・意見など： 

沢山の参加があったが大きな事故もなく無事に終了。当初 12；30終了予定が 13；30となったのは

次回への反省事項である。５班に分けての案内はうまくいった。 

次回予定：11月 5日(木)10時 京急金沢八景駅 3階改札前広場 

 テーマ「中世から鎌倉へ続く塩の道を歩く」 

その他 

 


